
図書館だより  
今夏はコロナ禍の中、オリンピックやパラリンピックが開催されました。 

本校の２２回生、パラ水泳の山田拓朗選手も出場されました。なんと 5回目の出場です。 

 

 

 

 

  9/1（水） 男子 200ｍ個人メドレー ＳＭ９（運動機能）               

                決勝 8位            

  9/３（金）  男子 400m個人メドレー 34ポイント（運動機能） 

        決勝 8位（日本新記録） 

                             

山田選手は生まれつき左ひじの先がない「左先天性前腕亡失」ですが、高校ではサポートは 

必要とされず、皆さんと同じように過ごされました。 

英語科の古川先生は、22回生の学年主任をされていました。 

 山田選手の高校時代について、教えてもらいました。（インタビュアーＩ、回答Ｆ） 

  

 22回生について 

Ｉ「どんな学年でしたか？」 

 Ｆ「さまざまな分野ですぐれた能力を持っている生徒が多数おり、その能力を 

大いに発揮した学年でした。」 

（NHKのど自慢全国大会チャンピオン・数学オリンピック出場など） 

 

 山田選手について 

 Ｉ「入学時、サポートの話などはありましたか」 

 Ｆ「全くなし。むしろ他の生徒と区別することなく全てを同じようにやらせてほしい 

   とのことでした。」 

 

 Ｉ「在学中の様子は？」    

 Ｆ「授業中はごく普通の生徒。球技大会などでは高い運動能力を発揮して活躍していました。」 

 

 Ｉ「進路について」 

 Ｆ「水泳の練習環境を考えて選択したと思う」 

 

 I「障害のある生徒に対して、決めていたことはありましたか」    

 F「全て本人の意思に任せて取り組めるようにすること。彼の存在そのものが人権学習そのもの 

  だった。」 

 

  

第 3号 令和 3年 9月 

北摂三田高等学校 図書室 

山田選手のパラリンピックの結果 



 

 

 

 『もっともっと、速くなれる』 

沢田俊子 著／新日本出版社 

幼少期から学生時代のこと、水泳や進路についてのことを 

丁寧に取材され、わかりやすく書かれています。 

  北三のこともでてきます。練習と勉強の両立に苦労されて 

  いたことがわかります。 

  図書室においていますので、興味のある人はぜひ一読を！ 

  パラリンピックについての本もあります。 

  『パラリンピックと日本 知られざる 60年史』 

   田中幸太郎 著／集英社 

   

 

 

 猛暑が続いたかと思うと異常な降雨量で、各地で豪雨災害や地震がありました。天気に関心が  

高まっているのかもしれません。２０１９年に公開の新海誠監督の映画「天気の子」も、長雨から

始まる話でした。映画の大ヒットを受けて、子供向けのお天気本の出版が増えた印象があります。 

今シーズンの NHKの朝のドラマ「おかえりモネ」も気象予報士の話ですね。 

課題研究でも天気や気象について、調べたいという声がありました。自然科学 451の棚を 

参考にしてください。８月にもお天気本を２冊購入しました。 

 

 

 

 

 

図書館用語では、本を分類して整理することを「組織化する」といいます。 

北三図書室では、「日本十進分類法」を採用しています。本を主題ごとに０～9の箱に入れる 

イメージです。最初の 3桁の一番左の数字が分類の基準になります。（類とよびます） 

大分類の 3は社会科学、364は社会保障になります。1年生が後期で関わるベーシックインカム 

はここに入ります。 

後期は 3学年とも図書室を利用する機会が増えます。 

本の背表紙の読み方を確認しましょう。①②③を合わせて、請求記号といいます。 

                                              

       ３は社会科学                                     

  

 

 

 

①364. 
② ア 

③ 

日本十進分類法 

①分類記号      

②著者記号      

（著者頭文字） 

③巻冊番号 

山田選手について、書かれた本を紹介します 

お天気本について 



 

 

 

 

 

著書名 著者 出版社 

韓国「反日民主主義」の奈落 呉 善花 文藝春秋 

人新生の資本論 斎藤幸平 集英社 

いい教師の条件 諸富祥彦 SB 

在宅ひとり死のｽｽﾒ 上野千鶴子 文藝春秋 

専門医が教える新型コロナ感染症の本当の話 忽那賢志 幻冬舎 

知れば恐ろしい日本人の風習 千葉公慈 夢の設計社 

こちら横浜国大「空の研究室」 筆保弘徳 三笠書房 

大学受験がしんどくなったときの息抜きのヒント 砂川信哉 KADOKAWA 

必ず！報われる勉強法 眞上久美 誠文堂新光社 

高校の勉強のトリセツ 船登惟希 学研プラス 

すごすぎる天気の図鑑  荒木健太郎 KADOKAWA 

マンガでわかるＬＧＢＴＱ＋ パレットーク 講談社 

「利他」とは何か 伊藤亜紗ほか 集英社 

生物はなぜ死ぬのか 小林武彦 講談社 

日本のいちばん長い日 半藤一利 文藝春秋 

間取りの方程式 飯塚豊 エクスナッジ 

よくわかる家相と間取り 佐藤秀海 〃 

少年法入門 廣瀬健二 岩波書店 

アロマ＆ハーブ大辞典 林真一郎 新星出版社 

音楽心理学入門 星野悦子 誠信書房 

学校が止まった日 中原淳 東洋館出版社 

貧血と血液の病気 浦部晶夫 インターメディカ 

血液型と性格の基礎理論 福間進 鳥影社 

貧血大国・日本 山本佳奈 光文社 

コロナ後の教育へ 苅谷剛彦 中央公論新社 

感情と看護   武井麻子 医学書院 

教育の力 苫野一徳 講談社 

日韓のモヤモヤと大学生のわたし 加藤圭木 大月書店 

ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー ブレイディみかこ 新潮社 

 

    

   

 

 

８月新着本 



 

          

 

 

 

 

著書名 著者 出版社 

阪急タイムマシン 切畑水葉 KADOKAWA 

チーズはどこへ消えた S・ジョンソン 扶桑社 

デジタル時代の基礎知識 SNSマーケティング 林雅之 翔泳社 

図解よくわかるこれからのデジタルマーケティング 船井総合研究所 同文館出版 

図解よくわかるこれからのマーケティング 金森努 〃 

おしゃべりながんの図鑑 小倉加奈子 ｃｃｃメディアハウス 

東京オリンピック 2020 読売新聞社   

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9月新着本 

阪急タイムマシン  

切畑水葉（漫画）  

 関西を舞台にした作品は多数ありますが、この作品は阪急電車

（主に宝塚線）や宝塚・三宮の描写がリアルです。 

 人間関係がうまくいかない野仲さんは、通勤電車で 

幼馴染のサトウさんと再会しますが・・・ラストシーンで 

すっきりするか、もやもやするか人によって分かれる作品 

だなと思いました。興味のある人はどうぞ。 


